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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される電気絶縁性の可撓性チューブ内に導電性の
操作ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通されて、上記操作ワイヤの先端に棒状の高周波電
極が連結され、上記操作ワイヤを基端側から進退操作することにより上記高周波電極が上
記可撓性チューブの先端から突没するように構成された内視鏡用高周波処置具において、
　上記可撓性チューブに内挿される外径サイズのかしめパイプが上記操作ワイヤの先端付
近に被嵌されて、上記かしめパイプを外面側からかしめ加工で変形させることにより、上
記かしめパイプが上記操作ワイヤに固定されると同時に、上記かしめパイプが変形して外
径が膨らんだ部分が上記可撓性チューブの内周面に圧接してそれに伴う摩擦抵抗が上記か
しめパイプと上記可撓性チューブの内周面との間に発生し、上記操作ワイヤを基端側から
進退操作することにより上記高周波電極を上記可撓性チューブの先端から突没する任意の
位置で静止させることができるように構成されると共に、
　上記操作ワイヤが芯線の周囲に複数の素線を撚った撚り線により形成され、上記操作ワ
イヤの最先端部分において上記芯線だけを残して上記素線が全て切除されて、切除されず
に残された芯線部分により上記高周波電極が形成され、
　上記かしめパイプが、上記操作ワイヤの素線が切除されずに残された部分の最先端部分
に被嵌されてそこにかしめ固定されていることを特徴とする内視鏡用高周波処置具。
【請求項２】
　上記可撓性チューブの内周面とかしめ加工前の上記かしめパイプの外面とが共に円形形
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状である請求項１記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項３】
　上記かしめパイプに対するかしめ加工が、上記操作ワイヤの軸線方向に相違する複数箇
所においてその相互間で軸線周り方向に向きを変えて行われている請求項１又は２記載の
内視鏡用高周波処置具。
【請求項４】
　上記かしめパイプに対するかしめ加工が、上記操作ワイヤの軸線方向に相違する二箇所
の位置においてその相互間で軸線周り方向に略９０°向きを変えて行われている請求項３
記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項５】
　上記かしめパイプに対するかしめ加工が、上記操作ワイヤの軸線方向の同じ位置におい
て略９０°向きを変えて２方向から行われている請求項１、２又は３記載の内視鏡用高周
波処置具。
【請求項６】
　上記かしめパイプに対するかしめ加工が、上記操作ワイヤの軸線方向に相違する二箇所
の位置においてその相互間で軸線周り方向に略４５°向きを変えて行われている請求項５
記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項７】
　上記操作ワイヤの最先端面又は上記かしめパイプの最先端面が当接して上記可撓性チュ
ーブ先端からの上記高周波電極の最大突出長を規制するストッパが、上記可撓性チューブ
の先端部分に取り付けられている請求項１ないし６のいずれかの項に記載の内視鏡用高周
波処置具。
【請求項８】
　上記かしめパイプが、上記操作ワイヤの素線が切除されずに残された部分の最先端部分
より後方に取り付けられて、上記操作ワイヤの素線が切除されずに残された部分の最先端
部分がロー付け又はハンダ付けにより固められている請求項１ないし７のいずれかの項に
記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項９】
　上記かしめパイプが上記操作ワイヤの先端部分付近からさらに前方に突出する状態に設
けられていて、その部分に上記高周波電極の基端部分が取り付けられている請求項１ない
し７のいずれかの項に記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項１０】
　上記かしめパイプが上記高周波電極と上記操作ワイヤとを電気的に導通させる機能を有
している請求項９記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項１１】
　上記かしめパイプの軸線方向の全長の中の一部の領域の外径サイズが上記可撓性チュー
ブの内周面から退避した径に形成されている請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の
内視鏡用高周波処置具。
【請求項１２】
　上記高周波電極が真っ直ぐな棒状に形成されている請求項１ないし１１のいずれかの項
に記載の内視鏡用高周波処置具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通して粘膜面の切開等に使用される内視
鏡用高周波処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用高周波処置具は一般に、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される電気絶縁
性の可撓性チューブ内に導電性の操作ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通されて、その操
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作ワイヤの先端に棒状の高周波電極が連結され、操作ワイヤを基端側から進退操作するこ
とにより高周波電極が可撓性チューブの先端から突没するように構成されている。
【０００３】
　しかし、単純にそのように構成すると、高周波電流を通電する際の可撓性チューブ先端
からの高周波電極の突出長（使用時突出長）が一通りの長さにしかならない。可撓性チュ
ーブ先端からの高周波電極の突出長が使用中に術者の意に反して簡単に変化してしまうと
危険なため、高周波電極の使用時突出長は、操作ワイヤを手元側から一杯に押し込んだ安
定状態である最大突出長のみになるからである。そのため、粘膜面の切開等を行う際等に
、ケースによっては高周波電極が短すぎて必要な深さの切開処置を行えなかったり、ケー
スによっては高周波電極が長すぎて安全に切開処置を行えない場合があった。
【０００４】
　そこで従来は、可撓性チューブの先端に軸線方向に伸縮可能な先端アダプタを取り付け
、症例に応じて先端アダプタからの高周波電極の突出長を調整することができるようにし
ていた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１１３０１６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、軸線方向に伸縮可能な先端アダプタを可撓性チューブの先端に取り付けると構
造が複雑でコスト高になると同時に、高周波電極の使用時突出長の調整を行う場合には高
周波処置具を内視鏡の処置具挿通チャンネルから一々抜き出して先端アダプタの長さを調
整しなければならないので、操作が極めて面倒であった。
【０００６】
　そこで本発明は、シンプルで低コストの構成により、高周波処置具を内視鏡の処置具挿
通チャンネルから一々抜き出すことなく可撓性チューブ先端からの高周波電極の使用時突
出長を任意に調整することができる内視鏡用高周波処置具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用高周波処置具は、内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルに挿脱される電気絶縁性の可撓性チューブ内に導電性の操作ワイヤが軸線方向に
進退自在に挿通されて、操作ワイヤの先端に棒状の高周波電極が連結され、操作ワイヤを
基端側から進退操作することにより高周波電極が可撓性チューブの先端から突没するよう
に構成された内視鏡用高周波処置具において、可撓性チューブに内挿される外径サイズの
かしめパイプを操作ワイヤの先端付近に被嵌して、かしめパイプを外面側からかしめ加工
で変形させることにより、かしめパイプが操作ワイヤに固定されると同時に、かしめパイ
プが変形して外径が膨らんだ部分が可撓性チューブの内周面に圧接してそれに伴う摩擦抵
抗がかしめパイプと可撓性チューブの内周面との間に発生し、操作ワイヤを基端側から進
退操作することにより高周波電極を可撓性チューブの先端から突没する任意の位置で静止
させることができるようにしたものである。
【０００８】
　なお、可撓性チューブの内周面とかしめ加工前のかしめパイプの外面とが共に円形形状
であってもよく、かしめパイプに対するかしめ加工が、操作ワイヤの軸線方向に相違する
複数箇所においてその相互間で軸線周り方向に向きを変えて行われていてもよい。
【０００９】
　そして、かしめパイプに対するかしめ加工が、操作ワイヤの軸線方向に相違する二箇所
の位置においてその相互間で軸線周り方向に略９０°向きを変えて行われていてもよい。
　また、かしめパイプに対するかしめ加工が、操作ワイヤの軸線方向の同じ位置において
略９０°向きを変えて２方向から行われていてもよく、その場合に、かしめパイプに対す
るかしめ加工が、操作ワイヤの軸線方向に相違する二箇所の位置においてその相互間で軸
線周り方向に略４５°向きを変えて行われていてもよい。
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【００１０】
　また、操作ワイヤの最先端面又はかしめパイプの最先端面が当接して可撓性チューブ先
端からの高周波電極の最大突出長を規制するストッパが、可撓性チューブの先端部分に取
り付けられていてもよい。
【００１１】
　また、操作ワイヤが芯線の周囲に複数の素線を撚った撚り線により形成されて、操作ワ
イヤの最先端部分において芯線だけを残して素線が全て切除され、切除されずに残された
芯線部分により高周波電極が形成されていてもよい。
【００１２】
　その場合に、かしめパイプが、操作ワイヤの素線が切除されずに残された部分の最先端
部分に取り付けられていてもよく、或いは、かしめパイプが、操作ワイヤの素線が切除さ
れずに残された部分の最先端部分より後方に取り付けられて、操作ワイヤの素線が切除さ
れずに残された部分の最先端部分がロー付け又はハンダ付けにより固められていてもよい
。
【００１３】
　或いは、かしめパイプが操作ワイヤの先端部分付近からさらに前方に突出する状態に設
けられていて、その部分に高周波電極の基端部分が取り付けられていてもよく、その場合
に、かしめパイプが高周波電極と操作ワイヤとを電気的に導通させる機能を有していても
よい。
【００１４】
　また、かしめパイプの軸線方向の全長の中の一部の領域の外径サイズが可撓性チューブ
の内周面から退避した径に形成されていてもよく、高周波電極が真っ直ぐな棒状に形成さ
れていてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、かしめパイプが変形して外径が膨らんだ部分が可撓性チューブの内周
面に圧接してそれに伴う摩擦抵抗がかしめパイプと可撓性チューブの内周面との間に発生
することで、操作ワイヤを基端側から進退操作すると高周波電極を可撓性チューブの先端
から突没する任意の位置で安定した状態に静止させることができるので、極めてシンプル
で低コストの構成により、高周波処置具を内視鏡の処置具挿通チャンネルから一々抜き出
すことなく可撓性チューブ先端からの高周波電極の使用時突出長を任意に調整することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される電気絶縁性の可撓性チューブ内に導電性の
操作ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通されて、操作ワイヤの先端に棒状の高周波電極が
連結され、操作ワイヤを基端側から進退操作することにより高周波電極が可撓性チューブ
の先端から突没するように構成された内視鏡用高周波処置具において、可撓性チューブに
内挿される外径サイズのかしめパイプを操作ワイヤの先端付近に被嵌して、かしめパイプ
を外面側からかしめ加工で変形させることにより、かしめパイプが操作ワイヤに固定され
ると同時に、かしめパイプが変形して外径が膨らんだ部分が可撓性チューブの内周面に圧
接してそれに伴う摩擦抵抗がかしめパイプと可撓性チューブの内周面との間に発生し、操
作ワイヤを基端側から進退操作することにより高周波電極を可撓性チューブの先端から突
没する任意の位置で静止させることができるようにする。
【実施例】
【００１７】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端付近を示しており、１は、
図示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱自在な例えば四フッ化エチレン樹
脂チューブ等からなる、断面形状が円形の電気絶縁性の可撓性チューブである。
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【００１８】
　２は、可撓性チューブ１内に径方向に隙間をあけて軸線方向に進退自在に全長にわたっ
て挿通配置された導電性の操作ワイヤである。この実施例の操作ワイヤ２は、一本の芯線
の周囲に複数の素線を撚った撚り線により形成されており、可撓性チューブ１の基端に連
結された操作部（図示せず）からの遠隔操作によって任意に進退させることができる。
【００１９】
　３は、操作ワイヤ２の先端に真っ直ぐに連結された棒状の高周波電極であり、操作ワイ
ヤ２を基端側から進退操作することにより高周波電極３が可撓性チューブ１の先端から突
没するように構成されている。
【００２０】
　この実施例においては、操作ワイヤ２の最先端部分において芯線の周囲に撚られている
素線が全て切除されて芯線だけが残され、その切除されずに残された芯線部分により高周
波電極３が形成されている。したがって、操作ワイヤ２と高周波電極３とを連結するため
の加工が不要である。
【００２１】
　４は、操作ワイヤ２の素線が切除されずに残された部分の最先端部分に被嵌され、外面
側からかしめ加工（かしめ加工部５）で変形させられることにより操作ワイヤ２に固定さ
れたかしめパイプであり、例えばステンレス鋼管材等のような金属製パイプにより形成さ
れている。
【００２２】
　かしめパイプ４の素材パイプは断面形状が円形で、その外径は可撓性チューブ１の内径
寸法より僅かに小さい（例えば直径が０．０５～０．１ｍｍ程度小さい）程度で可撓性チ
ューブ１に緩く内挿され、かしめパイプ４は、外面側の１８０°対称の位置から挟み付け
られる状態にかしめ加工されると、その力が加えられた方向に押し潰された状態に変形し
、それと直交する方向には膨らむ。
【００２３】
　この実施例では、図２に示される操作ワイヤ２にかしめパイプ４が取り付けられる前の
状態から、図３に示されるように操作ワイヤ２の先端部分にかしめパイプ４が被嵌され、
図１におけるIV－IV断面及びＶ－Ｖ断面を図示する図４及び図５にも示されるように、か
しめ加工部５が、操作ワイヤ２の軸線方向に相違する二箇所の位置においてその相互間で
軸線周り方向に略９０°向きを変えて設けられている。ただし、軸線方向に相違する三箇
所以上の位置にかしめ加工を施してもよい。
【００２４】
　このように構成することにより、かしめパイプ４が操作ワイヤ２に安定した状態に固定
されると同時に、かしめ加工によりかしめパイプ４が変形して外径が膨らんだ部分４ａが
可撓性チューブ１の内周面に圧接して、それに伴う摩擦抵抗が、かしめパイプ４の外径が
膨らんだ部分４ａと可撓性チューブ１の内周面との間に発生する。
【００２５】
　その結果、操作ワイヤ２を基端側から進退操作することにより高周波電極３を可撓性チ
ューブ１の先端から突没する任意の位置で安定した状態に静止させることができるので、
高周波処置具を内視鏡の処置具挿通チャンネルから一々抜き出すことなく、可撓性チュー
ブ１の先端からの高周波電極３の使用時突出長を任意に調整して粘膜等を状況に応じた最
適の深さで切開することができ、しかも、極めてシンプルで低コストの構成によりそれを
達成することができる。
【００２６】
　図１に戻って、６は、円筒形状に形成されて可撓性チューブ１の先端部分内に圧入／接
合等により固定されたストッパであり、その軸線位置に形成された貫通孔６ａ内を高周波
電極３が通過している。
【００２７】
　その結果、操作ワイヤ２を基端側から最大限に押し込み操作をしても、ストッパ６に操
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作ワイヤ２又はかしめパイプ４の最先端面が当接することにより、可撓性チューブ１の先
端からの高周波電極３の最大突出長が規制される。なお、ストッパ６の外周面に尖った小
突起等を形成して可撓性チューブ１の内周面に食い込ませて固定するようにしてもよい。
【００２８】
　図６は本発明の第２の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分を示しており、高周波
電極３が操作ワイヤ２から独立した単独の真っ直ぐな導電性の棒状部材により形成されて
、その基端部分がかしめパイプ４の先端部分に固定されている。高周波電極３を太く形成
する必要がある場合等にはこのような構成が適している。高周波電極３の基端面は操作ワ
イヤ２の先端面に当接している。
【００２９】
　かしめパイプ４は、操作ワイヤ２の最先端部分にかしめ加工により固定されると同時に
、高周波電極３を固定するために操作ワイヤ２の先端からさらに前方（図６において下方
）に突出する状態に設けられていて、操作ワイヤ２と高周波電極３とを一体的連結する機
能と、操作ワイヤ２と高周波電極３とを電気的に導通させる機能も有している。
【００３０】
　図７及び図８は、図６におけるVII－VII断面とVIII－VIII断面を示しており、かしめパ
イプ４に対するかしめ加工（かしめ加工部５）が操作ワイヤ２の軸線方向に相違する二箇
所の位置において行われている点は前述の第１の実施例と同じである。
【００３１】
　ただしこの実施例では、操作ワイヤ２の軸線方向の同じ位置において略９０°向きを変
えて２方向から行われて、軸線方向に相違する二箇所の位置においてその相互間で軸線周
り方向に略４５°向きを変えて行われている。
【００３２】
　その結果、かしめパイプ４が操作ワイヤ２に対してより安定した状態に固定されると同
時に、可撓性チューブ１の内周面とかしめパイプ４との間に摩擦抵抗がより均一な状態に
生じて、高周波電極３を可撓性チューブ１の先端から突没する任意の位置でより安定した
状態に静止させることができる。
【００３３】
　ストッパ６の構成は前述の第１の実施例と同じであるが、かしめパイプ４の先端面が操
作ワイヤ２の先端面より前方に出っ張った位置にあるので、高周波電極３の最大突出長を
規制する際にはかしめパイプ４の先端面がストッパ６に当接する。
【００３４】
　図９は、本発明の第３の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分を示しており、操作
ワイヤ２を形成する撚り線の先端部分の切除されずに残された芯線部分によって高周波電
極３が形成されている点は前述の第１の実施例と同じである。
【００３５】
　ただしこの実施例では、かしめパイプ４が、操作ワイヤ２の最先端部分（即ち、素線が
切除されずに残された部分の最先端部分）よりある程度後方に取り付けられて、操作ワイ
ヤ２の最先端部分はロー付け又はハンダ付けにより固められて素線がほつれて広がらない
ようになっている。このようにすると構造が少し複雑になってコストも上がるが、機能的
には第１の実施例と遜色がない。
【００３６】
　図１０は、本発明の第４の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分を示しており、か
しめパイプ４の軸線方向の全長の中の先側半部の領域（後側半部の領域でもよい）の外径
サイズが可撓性チューブ１の内周面から退避した径に細く形成されている。このように、
かしめパイプ４のいずれか一部の領域の外径を細く形成してもコスト及び機能には殆ど影
響がない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分の側面断面図である。
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【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具のかしめパイプが取り付けられる
前の状態の部分斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具のかしめパイプが取り付けられた
後の状態の部分斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具の図１におけるIV－IV断面図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波処置具の図１におけるＶ－Ｖ断面図であ
る。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分の側面断面図である。
【図７】本発明の第２の実施例の内視鏡用高周波処置具の図６におけるVII－VII断面図で
ある。
【図８】本発明の第２の実施例の内視鏡用高周波処置具の図６におけるVIII－VIII断面図
である。
【図９】本発明の第３の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分の側面断面図である。
【図１０】本発明の第４の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端部分の側面断面図である
。
【符号の説明】
【００３８】
　１　可撓性チューブ
　２　操作ワイヤ
　３　高周波電極
　４　かしめパイプ
　４ａ　外径が膨らんだ部分
　５　かしめ加工部
　６　ストッパ
【図１】 【図２】



(8) JP 4425227 B2 2010.3.3

【図３】 【図４】
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